
 
 

 

NEWS RELEASE 
 

株式会社 すららネット 

2024 年 9 月 12 日 
 

AI 教材「すらら」に新科目追加 

教員の授業負担軽減と生徒の学びの質向上を両立 

「情報Ⅰ」 2025 年 4 月リリース 
 

AI を活用したアダプティブな対話式 ICT 教材の開発と提供を行う株式会社すららネット（本

社：東京都千代田区、代表取締役：湯野川孝彦）は、AI 教材「すらら」に高校の必履修科目

「情報Ⅰ」を新たに追加、2025年 4月より提供開始します。 

提供開始に先駆け、2024 年 10 月 18 日（金）16 時より、新コンテンツを監修いただいた日本

教育情報学会副会長若杉祥太氏をお迎えしたオンラインセミナーを開催します。「情報Ⅰ」の現

状と課題解決に向けた「すらら 情報Ⅰ」の効果的な活用法などについてご講演いただきます。

オンラインセミナーは、専用サイトより参加申し込みいただけます。 

◆お申込み専用サイト https://surala.jp/school/seminar/4277/ 

 

 

 

 

 

▲「すらら 情報Ⅰ」のレクチャー画面 



 
 

高校必履修科目「情報Ⅰ」の教育現場における課題 

2022年度より、高等学校において必履修科目として新設された「情報Ⅰ」は、情報と技術の特

性を理解し、適切かつ効果的に活用する能力を育成することを目的としています。さらに、2025

年 1月からは大学入学共通テストに「情報Ⅰ」が含まれることが決定しています。 

この新設科目により、全ての生徒が情報モラル、情報社会での問題解決、プログラミング、デ

ータ活用など、多岐にわたる分野を学ぶことが求められています。こうした学習の幅広さは歓迎

されるべき点ですが、授業時間の不足や授業準備にかける時間の確保が教員にとって大きな課題

となっています。 

特にプログラミング分野では、プログラムコードの採点に多大な労力と時間がかかり、教員の

負担が増加しています。「情報Ⅰ」を担当する教員は他の教科も兼任していることが多いため、

これ以上の負担増は深刻な問題になります。また、共通テストの難易度は教科書のレベルを大き

く上回っているため、その対策にはさらに多くの時間が必要とされます。 

「情報Ⅰ」の授業とその準備には多くの時間を要するため、限られた時間内で質の高い授業を

維持することが難しい状況にあるといえるでしょう。 

 

レクチャー・ドリル・テストが「すらら」1つでできるオールインワン教材 

教員の負担を軽減しながら効果的で効率的に学習目標に沿った授業を実現 

「すらら 情報Ⅰ」は、知識ゼロでも理解できるアニメーション付きレクチャー、豊富な文章

読解問題やプログラミング演習課題を揃えたドリル、理解度を確認するテストの 3 つの機能を一

体化したオールインワン教材です。授業や準備の手間と時間を削減しながらも、質の高い授業を

提供することが可能です。 

また、「すらら 情報Ⅰ」では、プログラミング分野、知識・モラル分野、情報通信とデータ活

用分野の 3 つを幅広く取り扱っていますが、総学習時間は 40 コマ分※以下で学習することができ

ます。「教科書の内容をすべて授業でカバーするには、2単位（週 2コマ）ではとても足りない」

という声が多い中、「すらら 情報Ⅰ」を使えば、週 2コマでも十分に履修を完了させることがで

きます。 

さらに、個々の生徒の理解度や進度に応じて学習を進められる設計となっているため、個別指

導型の授業運営も可能です。予習や宿題として「すらら 情報Ⅰ」を活用することで、授業時間

をグループワークなどに充てることもできます。 

※1 コマ 50 分授業と想定した場合 

「すらら 情報Ⅰ」分野別特長 

「すらら 情報Ⅰ」では、各学習分野に応じた必要な力を養うため、それぞれに特長のあるコ

ンテンツが揃っています。 
 

① プログラミング分野 

画面上で直接プログラミングの打ち込み、自動採点機能付き演習ドリル等画期的機能 

「すらら」では、レクチャー学習後画面上で直

接プログラミングを打ち込むことができたり、ド

リルでプログラミングを実行できたり、またドリ

ルの自動採点など、従来の教材にはないオールイ

ンワン教材ならではの画期的な機能を搭載しまし

た。プログラミングの知識が全くない生徒でも、

ゼロから体系的に学ぶことができます。知識ゼロ

から、共通テスト対策の基礎までの広いレベルを

カバーしているので、生徒の進路に合わせて個別

最適な学習内容の提供が可能になります。 



 
 

 

 

さらに、プログラミングの文法よりも「アルゴリズムを考える力」を重視した内容となってい

ます。言語は「Python」・「DNCL(共通テスト手順記述標準言語)」の 2 つを取り扱っており、ドリ

ルによる演習では、この 2 つの言語によるプログラミングの実践演習まで行うことができます。

そしてドリルは自動採点機能付きなので、課題の採点・評価の負荷を大きく削減することができ

ます。 

 

② 知識・モラル分野 

実社会でも身近な題材で、「自分で考えられるようになる」学習体験を 

「すらら 情報Ⅰ」では、「情報社会の問題解

決」と「コミュニケーションと情報デザイン」

の範囲を「知識・モラル分野」として統合して

います。この分野は、「著作権とは～」「個人情

報保護法とは～」などの、知識や語句だけの理

解にとどまってしまいがちです。そこで、なぜ

その法律が必要か、なぜ○○をしてはダメなの

かなどの背景からわかりやすく説明し、ケース

スタディを通して、根本的な理解ができるよう

な工夫をしています。 

例えば、「なぜ有名アイドルのブロマイドを

無断で作成・販売してはならないか？」という問いに対して、「プライバシー権」「パブリシティ

権の侵害」という習った知識をベースにして解答をまとめることができるよう、知識だけでなく、

考え方も含めた解説を行っています。実社会における身近な題材で、教科での学習内容・観点を

踏まえて「自分で考えられるようになる」探究的な学習を提供します。 

 

③ 情報通信とデータ活用分野 

紙教材では伝えにくい内容もアニメーションで真の理解を促す 

 情報通信とデータ活用分野は、生徒にとって

身近でない内容も多く、仕組みを理解しないま

ま暗記だけになったり、理解したつもりになっ

たりしがちです。例えば、「共通鍵暗号方式」

と「公開鍵暗号方式」という単元においては、

知識だけを習得させるのではなく、それぞれの

方式の発明に至る背景を理解させることで、暗

記ではなく真の理解を促します。 

「すらら 情報Ⅰ」はアニメーションを多く

含んだレクチャー形式で、文章だけでは浅い理

解になりがちな部分もしっかりカバーします。 

 

 

 

 

 

 



 
 

真の理解で実社会での活用から共通テスト対応までをこれ１つで可能に 

～AI教材「すらら 情報Ⅰ」監修 若杉祥太氏～ 

2025年から「情報Ⅰ」が大学共通テストに加わることになり、情報科担当者は、数年前より対

応が求められていることでしょう。私自身も大学のみならず高校生に情報科を指導しており、同

じく対応を求められている担当教員の一人です。 

情報Ⅰについては、教育課程に位置付ける際は、原則同一年次での履修とされているため、多

くの学校では第 1学年に設置しています。そのため、2年次・3年次に「情報Ⅰ」の授業がなく、

大学共通テストに対応させるとなると普段の授業でのより高い知識技能の定着と思考力の育成が

重要となります。 

「すらら 情報Ⅰ」の具体的な活用法としては、基礎的な知識技能の学習（予習）を「すらら」

で行う方法が考えられます。限られた授業時間の中では、生徒の個々の学力に応じた学習教材を

作成する時間の確保は現実的に困難かと思いますが、「すらら」を活用することで、単元ごとの

理解度に応じた授業／テストの配信も可能です。 

また、ドリルの自動採点機能や目標設定＆進捗確認の機能があるため、日々の採点や評価の業

務量を削減し、効率的かつ学習効果の高い指導ができます。生徒の学習状況もリアルタイムで把

握することができるため、授業内での指導支援にも役立ちます。 

さらに言えば、１年次の指導の後、大学共通テストまでの 2 年間の自学自習にも活用できます。

一人で教科書や問題集と向き合い学習することが苦手な生徒でもアニメーションも多く学習しや

すく、「情報Ⅰ」の大学共通テスト対策の心強いツールとなるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒もそして先生も、誰一人取り残さない「情報Ⅰ」の学びの実現を目指す 

情報化社会において必要とされる資質・能力を養う「情報Ⅰ」は、スタートしたばかりの教科

ということもあり、まだまだ多くの課題があります。授業についていけない生徒たちはもちろん

のこと、授業の準備に時間をかけられない、どの生徒も理解できるように導くことができないと

苦悩する先生たち。すららネットでは、生徒も先生もどちらの課題も解決したいという思いで

「情報Ⅰ」の開発を行いました。 

 大人になっても役に立つ「真の学力」と、努力をすれば結果が出るという「自信」をつける学

習体験を届けることが、すららネットのミッションです。そのためには、先生の課題も解決する

必要があります。生徒も、そして先生も誰一人取り残さない「情報Ⅰ」の学びの実現を、すらら

ネットでは目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜監修者プロフィール＞ 

若杉祥太（わかすぎ・しょうた） 
大阪教育大学・大学院、大阪教育大学附属高等学校情報科所属。日本教育情

報学会副会長、日本情報科教育学会評議員。専門：教科教育学（情報）、情報

教育学、学術博士。情報科教員の養成、教育データの分析・利活用に従事 



 
 

「すらら 情報Ⅰ」リリース記念 無料オンラインセミナー開催 

日本情報教育学会副会長の若杉祥太氏が解説 

「知識の獲得から共テ対策までオールインワン！ 

         AI 教材で叶える業務軽減と個別最適化学習の両立」 
 

すららネットは、2025年 4月の「情報Ⅰ」リリースに先駆け、コンテンツのご紹介と、

「情報Ⅰ」の現状の課題と解決法に関する無料オンラインセミナーを開催します。またセ

ミナーには、日本情報教育学会副会長で「すらら 情報Ⅰ」を監修いただいた若杉祥太氏

をお招きし、「すらら」の活用法や期待される効果などを解説いただきます。 
 

【開催概要】 

■日時：2024年 10月 18日（金）16:00～17:00 

■会場：オンライン（Zoom） 

■内容：・「情報Ⅰ」の現状と課題 

    ・AI教材「すらら 情報Ⅰ」紹介 

    ・「すらら 情報Ⅰ」で解決！授業運用課題と対策 

    ・「すらら 情報Ⅰ」で創出！学習効果への期待 

■参加申し込み URL：https://surala.jp/school/seminar/4277/ 

  

■AI×アダプティブラーニング教材「すらら」 

「すらら」は、小学校から高校までの

国語、算数／数学、英語、理科、社会 5

教科の学習を、先生役のアニメーション

キャラクターと一緒に、一人一人の理解

度に合わせて進めることができるアダプ

ティブな ICT 教材です。レクチャー機

能、ドリル機能、テスト機能により、一

人ひとりの学力に応じて理解→定着→活

用のサイクルを繰り返し、学習内容の理

解と定着をワンストップで実現します。

初めて学習する分野でも一人で学習を進めることができるのが特長で、学習塾をはじめ、小・

中・高校、高等教育機関、放課後等デイサービスや個人学習等幅広い活用が広がっています。 
 

■株式会社すららネット 

すららネットは、「教育に変革を、子どもたちに生きる力を。」を企業理念とし、AIを活用した

アダプティブな対話式 ICT 教材「すらら」と「すららドリル」を、国内では約 2,600 校の学校、

塾等 42 万人を超える児童生徒に提供しています。全国の公立学校、有名私立中高、大手塾での

活用が広がる一方で、発達障がいや学習障がい、不登校、経済的困窮世帯を含む生徒に学習の機

会を提供するなど、日本の教育課題の解決を図ることで成長を続け、代表的な EdTech スタート

アップ企業として 2017年に東証マザーズ（現東証グロース市場）に上場しました。 

・コーポレートサイト ：https://surala.co.jp/ 

・サービスサイト ：https://surala.jp/school/ 

 


